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前回の 2024 年度は貴財団の助成金を得て、初期の映像装置“ミュートスコープ”を作りました。手元にあ

ったセクレタリー・ミュートスコープのリールを再生して見る装置をデジタルクリエーター橋本典久さんに

3D プリンターで制作して頂き、9月 21日（Part1 A）に披露。その装置を用いて移動前の当館をアナログで動

態保存しようとスマートフォンで 1 分間撮影して作った新リールを、12 月 1 日（Part2 B）に披露しました。  

 

（A） （B） 

日々の開館日には、これらのミュートスコープに自由に触って、手回しをして頂きながら写真が動いて見え

る様子を体験してもらっています。なお、披露後、だんだんとリール（B）の隙間が緩み、気になりましたの

で、この年末年始休暇に、白紙の用紙で補う修理を施しました。本物のセクレタリー・ミュートスコープのリ

ールは、写真と無地の紙が 2枚 1 組となって円形状に 850 組もびっしり組まれていましたが、なかなかこの技

術がなく、再生してみることでその当時の創意工夫と技術に気付かされました。 

 

さて、第 2弾として同じ橋本さんに制作依頼して 2025 年 11 月 16 日に“オンブロチネマ”（Part3）を、12

月 21 日に “キノーラ”（Part4）を披露しました。 



その“オンブロチネマ”案内チラシです。 

橋本さんは 2025 年 10 月から東京藝術大学玩具映像研究科特任研究員として活動を始められました。“玩

具映像研究”が大学の研究セクションとして公認されたのが素晴らしいです。これまで積み重ねた努力の賜

物でしょう。最近では公益財団法人北野生涯教育振興会からの派遣講師として、各地の学校などでワークショ

ップの指導などをされていて、11月 16 日の Part3 第一部のワークショップ「オンブロチネマを体験！」は、

初めて北野生涯教育振興会からの応援を得て実施しました。 

 

“オンブロチネマ”はフランス語で「シャドー・シアター」影と絵の意味です。私が初めてその装置を知っ

たのは、2024 年 12 月 1 日 “ミュートスコープ”お披露目後の体験会。オルゴールの音色と共に明かりに照

らされた絵が動き出す様子に魅了され、ぜひ作って欲しいと依頼しました。1910 年頃にパリのソシーヌ社が

考案、製造し、世界に広がりました。オルゴールなしのバージョンも販売していましたが、断然音色有りの方

が良いです。披露後、館内でいつも体験してもらっていますが、皆さんトロンとした表情でご覧になっていま

す。今回の原画はアニメーション協会名誉会長、マンガ家、イラストレーター、絵本作家として活躍されてい

る古川タク先生にご協力をお願いしました。先生は「物差しで線が引けない」と常日頃仰っていて、フリーハ

ンドの方が上手に線を引けるのだそうです。そのカクカクとしたラインが最大の持ち味、先生の絵の特徴にな

っていますが、その原画をスキャンして合成して使用するときに「このカクカクが難しかった」と橋本さん。

でも仕上がってみるとカクカクしているからこそ面白く美しい作品として楽しめるものができました。この

完成品は第二部「オンブロチネマのレプリカ発表会」で披露しました。 

 

理屈は、A と Bの 2コマの元絵を等間隔に切って、Aと Bを 1 つおきに交互に合成した絵を作ります。それ

を同じ幅で切った黒い格子になったバリアグリッドを被せてずらすと、Aしか見えない瞬間とＢしか見えない

瞬間があって動いてみえるというものです。 

第一部のワークショップでは、下掲写真のように様々なオンブロチネマの体験をしました。 



  

橋本さんに紹介して頂いたルーファス・バトラー・セダーの人気絵本シリーズ『ギャロップ‼』、『SWING!』、

『WADDLE!』の三部作は大変よくできていて、ページをめくるだけで絵が動いて見える仕掛け絵本です。早速

当館でも購入し、『オンブロチネマ』本体のところに置いて、自由に体験してもらっています。 

 

コーヒーカップ＆ソーサーのセットは、カップにスリットのような縦棒の鏡が描いてあり、少し角度を変え

てみるとソーサーの絵が鏡のスリットに反射して馬が走っているように見えるアイデア商品です。 

市中でも、動物病院の窓ガラス戸がオンブロチネマの原理を使い、道行く人の目を楽しませる工夫があった

りします。 

 

 

これは当館所蔵のオンブロチネマ。2024 年橋本さんに“オンブロチネマ”という名称をお聞きするまでは、

こうした類の玩具を“ムービング・シルエット”と読んでいました。上掲写真右の玩具は 1918（大正 7）年 8

月 1 日～9月 19 日北海道開道 50 年記念の景品だと書いてありますので、1910 年に考案されてから 10 年も経

たない間に、身近な玩具として日本の子どもたちにも親しまれていたことが分かります。 

 



 

これは、私どもの会員さんが作って下さった“ムービング・シルエット”。工夫次第で、いろいろ絵が動い

て見える玩具ができますね。 

 

さて、第二部は、オンブロチネマの歴史や制作過程の説明でした。 

 

 

 

古川先生の原画はこちらです。本体裏側左に付けたゼンマイ式オルゴールで引っ張って絵が動くので、元絵

を左右反転させる工夫が必要だったそうです。 

 

 そして完成したのがこちらです。 

お披露目の時は裏からライトボックスの光を当てましたが、今の展示では下に置いたライトボックスの上に

設置してご覧いただいています。オルゴールはエリック・サティの『ジュ・トゥ・ヴー』。フランスで発売さ

れた当初からヤシの木タイプと街灯タイプの 2種類あったようです。今回はヤシの木タイプの装丁で。 



 

これは AI が描き出してくれた額絵。特徴をよく捉えて私ども夫婦に似ていますが、真ん中にどっかりと位

置していては肝心の動く絵が見えなくて没に。 

 

 

これは近所の小学生たちがオンブロチネマを見ている様子。子どもから大人まで、みんなをうっとり楽しま

せてくれる初期映像装置が展示に加わって嬉しいです。11月 16 日の振り返りは、こちらのブログで書いてい

ます。https://toyfilm-museum.jp/blog/column/30203.html 

 

https://toyfilm-museum.jp/blog/column/30203.html


11 月 16 日の Part3 と 12 月 21 日の Part4 を開催するなら、アニメーション関係の催しをまとめて実施しよ

うと考え、2024 年 12 月から提案していた東京藝術大学大学院教授伊藤有壱先生にお声がけをして 12月 20 日

に「世界のストップモーションアニメーション視察紀行～LA からチェコまで 8 か国！“ニャッキ”作家伊藤

有壱による報告」を挟みました。翌 21 日に古川タク先生と橋本さんの催しがあるので連泊してくださった方

が幾人もおられました。鹿児島大学から参加してくださった太田純貴先生の助言に寄りますが、参加者の皆さ

んにとって少しでも時間と経費の節約になって良かったです。伊藤先生の催しには、英国立ダラム大学の

Dario LOLLI 先生はじめ、ASHIFA-JAPAN 代表京都芸術大学教授大西宏志先生、理事の大阪芸術大学教授福本隆

司先生、アニメーション作家や愛好者などで満員盛況となりました。一言も聞き逃さないようパワーポイント

で示される画像をスマホで撮影して熱心に聴講して頂く様子があちこちでみられました。参加者の皆さんは

古川先生の作品展にも関心を持ってご覧いただき、その中にはもちろん “オンブロチネマ”も含まれていま

した。下掲は 20 日の集合写真。 

 

翌 21 日には「初期映像装置を再生して見よう Part4～“キノーラ”をしました。 

 



今回原画でご協力いただいた古川先生に、ちょうど良い機会だからと展覧会開催を提案し「古川タク 映像

おもちゃふたたび展」を 12 月 19 日～1 月 12 日まで開催しました。12 月 21 日も含めた一連の催しについて

は、ホームページのこちらで書いています。https://toyfilm-museum.jp/blog/column/30246.html 

第一部は完成したばかりの“キノーラ”をお披露目しました。今回古川先生の展覧会をするのに合わせて、

リールは先生のアトリエを訪問した橋本さんがスマホで撮影した映像を用いました。被写体になった先生は

髭を貼り付けて謎の博士に扮し、地球儀の上に小さな人形「トコトコ」を乗せて歩かせるが、落っこちて失敗、

また繰り返す、という映像です。 

  

タイトルは「タク博士の奇妙な実験」。 

写真右は、12月 21 日初めてご自分がモデルとなった“キノーラ”を手回ししながら覗き込む古川先生。私

どももこの後の体験タイムで初めて覗いてみました。映し出される映像が複雑すぎるし、画像が暗いので分か

りにくいのが難だと思いましたし、もう少し単純な映像のリールの方がキノーラの理解に役立ったのではな

いかと正直思います。けれども展覧会に合わせての取り組みだったので、発表の場で橋本さんが話したように

「キノーラの中で古川先生は生き続けます」ということで。 

 

   

上掲左が完成した“キノーラ”ですが、もう少し見やすくできないものかと思い、披露後の年末年始休暇中

に私どもの方で厚紙と木で作ったレンズフードを手作りして取り付けました。 

 

漆（カシュウ塗料）を何度も重ね塗りしたので、軽くて丈夫です。 

https://toyfilm-museum.jp/blog/column/30246.html


    

現在は、この状態で展示して、ハンドルを回してご覧いただいています。 

 

   

 

キノーラは、フランスのリュミエール兄弟が考案し、ゴーモン社が 1900 年に製造しました（写真左）。 

“キノーラ”でイメージするのは、上掲右写真のようなタイプではないでしょうか。1914 年キノーラ社が

火事で焼失してしまうまでの 12 年ぐらいしか存続しなかったそうです。こうして助成金を頂戴したことによ

って、初期の映像装置に手で触れながら追体験できることができて感謝で一杯です。 

 

 

最後に 12 月 21 日の集合写真を紹介して報告を終えます。前述の伊藤有壱先生、その教え子の作家さんたち、

東京造形大学名誉教授木船徳光先生と奥様の東京工芸大学名誉教授木船園子先生、以前からお世話になって

いる東京工芸大学准教授山中幸生先生、鳥取や鹿児島からもお越しくださり、とても賑やかで楽しい催しとな

りました。応援をいただき心より御礼を申し上げます。 


